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団HPから：委嘱ニュ－スNo22～第3曲「小さなレクイエム」完成！ さん 2013年 11月 06日 20時 28分 56秒 
源田先生から続いてのうれしいメ－ルです。また今日、下記メ－ルに続いて、「先程、「小さなレクイエム」の譜面とCDを投函しました。どうぞお楽しみに」とのメ－ルが届きました。(11/6PM2:46発信)うれしい限りです。ますます歌わせていただく私たちの責任が大きくなりますね。　　委嘱委員　　　　　　♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
（源田先生よりMail：2013.11.5受け）朝晩、少し冷え込んで参りました。組曲の３曲目が仕上げ段階に入り、歌詞をご確認いただきたくお送りします。この曲はタイトル通り少し重たい曲になりました。平川様はたぶん明るいイメージで詩を書かれたと思いますが、その違いを逆に楽しんでいただければ幸いです。近いうちに譜面・CDをお送りします。どうぞよろしくお願いします。源田俊一郎
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連絡事項：岡団長から：11月2日には先生方・役員・パートリーダー、サブリーダー・各委員長さん等が集まって合同運営会議を開き、演奏会の反省、今後の団運営などの意見交換がありました。その中で重要な提案がありました。


それは、セカンドピアニストの増員について。またその謝礼捻出のために来年4月から月額300円の団費を値上げするという内容でした。これは井関先生にかかる負担を軽減し先生に末永くご指導をお願いしようという提言（提案者古畑）に基づくものです。16日練習時にその発表が岡団長からあって、練習出席者から拍手で賛同がありました。


これにより、これまでＡ山澤さんにお手伝いいただいていたベースのパート練習への負担も無くなります。（山澤さん、これまでありがとうございました。）そして、中央公民館午後６時からの男声パートの練習は、第２ピアニストが専任で担当します。これからは、ベースも等しく、井関先生と第２ピアニストが交代で担当されます。（別紙参照）


また、来年の春合宿（4月19日～20日）には源田先生をお迎えする予定であることが報告されました。


新規入団：Ｓ田中 弘子さんとＳ森脇 由貴子さん。ようこそ！


委嘱委員長岡田さん：嬉しいお知らせ：貞松朋子さん作詞「４曲目“おもい”」の完成が間近だと源田先生からのお知らせがありました。平川さんの詩に基づく「第３曲“小さなレクイエム”」につづくビッグニュースです。








団員投稿


”定演選曲大会”で次年度の定期演奏会の曲を決定？　 ２０１３．１１．２　　Ｂ　上田


十一月二日（土）の団の合同運営委員会で首記について提案しました。例えば、次年度の”定演選曲大会”なんて言う事を企画して募集し、最も良いと決まった選曲に《賞》を与えます。そしてその曲が次年度 の”【定演演奏曲】となるのです。第１ステージ　・　第２ステージ　・　第３ステージ　の選曲を纏め、応募する（この選曲に至った考え方の解説を必ず付けての応募とする）この方法なら作詞は今一と言う方でも、十分に応募参加が出来る筈です。現在の方法では審査は勿論今の選曲委員会が担当します(先生が見られて、最高作でも、その決定域に達していないケースの対応は別途）今の選曲の形でかなりやってきましたので、この辺で新しい手法でやるのは如何でしょうか。　提案いたします。


貞松先生から「流れとして良いと思う。団が２０年を越え、２１年目から少し違った形になっていくのも良い。今まではこんな組曲をやって欲しいとの、単発での応募だけだった。それがステージをこえて作るのは、アイデアを出すだけでも面白いと思うし、私たちも楽しい。『こんなステージが出来るのだろうか』という新たな勉強もあるかと！」　以上。











○宮崎剛の「第九」ファミリーコンサート：2013年12月28日（日）午後２時開演。弥生の風ホール（和泉中央駅下車スグ）


○ヤマカズ先生のコンサート（山田和樹・金子三勇士・大阪フィルハーモニー演奏会）：2014年2月15日(土)午後3時開演：ザ・シンフォニーホール（環状線福島駅下車北へ徒歩７分）：演奏：ベートーヴェンピアノコンチェルト「皇帝」・シンフォニー３番「英雄」：チケット（ABCチケットセンター・チケットぴあ・ローソン等）まだあるようです。





団員投稿


こんにちわ。アルトの坂井智子です。五月に入団させて頂き半年が過ぎました。七月の定演には、入団してまだ日も浅いのに、あつかましくも皆さんと一緒にステージに立たせて頂き、ありがとうございました。混声合唱でステージに立つのは本当に久しぶりでしたので、とてもわくわくドキドキで、不安もありましたが、とても楽しかったです。


　さて、私は昔から歌や音楽が大好きで、小学校六年のとき堺市少年少女合唱団に入り、高校二年の終わりまで歌っていました。その後音楽大学に進み、大学生になってから堺市民合唱団とフェニックスという合唱団で歌っていました。その後結婚して子供が生まれ退団して以来、子育てや親の介護など色々な事がありましたが、約三十年ぶりに自分の好きな事ができるようになり、富田林に引っ越して来て一年半、また合唱団に入って歌いたいと思っていました所、私の友人がソプラノの西尾さんとお知り合いだったので、練習日や会場などを教えて頂き、見学してすぐ入団しました。


　団員の皆さんが、大変熱心に練習に取り組んでおられ、貞松先生をはじめ、ヴォイストレーナーの先生方もおられ、一人一人がしっかり歌っておられるのに感心しました。これから、私も皆様と一緒に楽しく練習に取り組んでいきたいと思っています。どうぞ、よろしくお願いします。





gli　altri＝その他





さようなら・ありがとうございました2013年！はやくも12月。今年も幕引ですね。11月に響さんの京都堀川高校で､「みどりの風に」の合唱演奏があり、団の代表の方々が聞きにいってくださって、とても素晴らしかったとの感想を聞きました。他団での演奏、聞いてみたいですね。来年も素晴らしい年でありますように。（当団に関しては、そんな幸せの気配がじわりじわりと・・・）





団員投稿「神戸委嘱初演への有志募集に参加し、作詞者・作曲者の前で歌う」


今日１１／１０（日）は想像を超越した”作詞者と作曲者の眼前での練習”を体験させて頂きました。 並び立つ私達の前で、その曲の作詞者と作曲者が、お互いの想いを交わし乍ら合意した内容を指揮者に注文を発する。指揮者はその前で、それを表現するための要求を私達に発する。作詞者・作曲者が『ウン』 と言うまでやるのです。信長先生は８４歳の蓬莱先生をたて乍らも、時には熱を込めて繰り返し想いを語り、蓬莱先生は高齢何処吹く風かの如くに、かくしゃくと語り合われる。素晴らしい光景でした。 両先生が首を縦に振られると、頼りなかった歌い方も、一挙に自信ありげに見えたかと思いますよ。蓬莱先生から ”『エイコウダン』は一語一語切った感じでやって”これなどは明確に入って来ますね。神戸市役所合唱団はここまでやるかと思わせた企画でした。きっと素敵なコンサートになると思いますが、それにもまして、この体験で十分だと思いました。今更ながらこんな機会に繋げて頂いた団長に有り難うです。Ｂ　　上田喜一





下の写真は、福島県浪江町、福島第一原発から北へ約五キロ。３・１１大震災の津波をかぶった請戸(うけと)小学校で、古畑が十月に現地請戸地区で撮影しました。これ以上は放射能汚染で近づけません。草原に漁船がたくさん残っています。身を起こしている船はいつか海に戻すそうです。船たちも海に帰る日を夢見ているのでしょうか。





を効かせ音量はＰ、切迫感のこもった囁き声の質で臨場感を表現。１７Ｐのバス「消防車はまだか」、Ｔ「ホースから水が出ない」は、「怒号のような声」。２２Ｐ中段男声「だれかいるか」は「最初のダ、終わりのカ」を、「返事をしろ」は「最初のヘと終わりのロ」を強めに。


などの指示がありました。





練習状況　１１月１６日（土）


　テノールは井関先生のご指導で公民館練習。その後８時３０分にリハ室で全員のアンサンブルになりました。


　練習曲は「６番　南っ子新聞」「７番　私のむすこ」の音取りパート練習、その後の全体音合わせです。


以下は貞松先生のおもなご指示です。


「南っ子」では、Ｐ５２中から下段テノール「ドドドドドドンと・・」では恐ろしい感覚を現すために「音がなって」の「て」は短めに、「びっくり」の「び」は強めに。次のＰ５３上「ぢしんが」も強くする。


Ｐ５４中段のアルト「すーーッ　ごーく」の切れ目の休符はパワーをためて「ご」のアクセントに向かう。Ｐ５９から


（その他）という指示が出て来ま


す。ソロイスト以外全員という意


味ですと井関先生が教えてくだ


さいました。Ｐ６０冒頭、バス


「お店の人」テノール「学校と


も」はつながるように歌う。「私


の息子」のじっくりしたアンサンブル作りは次回ということで、流れを確認するための通しをやりました。


　先生は「年内には１章から８章まで音取りを完了して、通しをやっておきたい」とのことです。カンペを作ったので活用して歌詞を頭に入れてしまうようがんばりたいです。





練習状況　１１月２日（土）





　和田先生のＶＴは毎回楽しいです。「お腹の周りに武者出陣のよろいを着せたつもりで（腹筋と背筋の緊張）」。「頭の上のトサカに響く声で。」とか、「顔のナマズのひげを引っ張って（豊かな響きをつくる）。」など、トサカやひげはないけれど、発声の基礎です。「宿題しましたか。」とＳさんたちに言わはった。「腹筋と背筋をぐっと張って歩きまわってくださいと宿題出しましたね。」。皆さん宿題しましょうね。


ベースさん達が公民館で福井雅志先生の発声指導を受けてから合流。その後「震災組曲」に取組みました。


練習は「第五章・ボランティアがやってきた」を中心にしました。テンポの速さに遅れないこと、八拍子や七拍子、九拍子と変化するリズムに慣れること、言葉（滑舌）をはっきりさせることがまず貞松先生から指示がでて、音を外したリズム読みをくりかえしました。４４ページ中段「タカラジェンヌ」の男声は、「以前も難関でしたね。」と先生もおっしゃったとおり、飛び出しと出遅れの連続。１小節前が７拍子なので女声の「いもん」の歌を聴いて直後のピアノ「タタタタ」と４つあがるとすかさず、八分休符をおいて「Ｎタカラ・・」と歌うのです。これがなかなか身に付かない。その後パート毎の音確認をしながらすぐアンサンブルする繰り返しで第５章をとおすことができました。


練習後半は「２章慟哭」の音確認でした。以下、先生の指示。「父が、母が、兄が、妹が、妻が」の部分では「が」を押さないで。１５Ｐ下段「火がくるぞ」と男声から入る所は、アクセント





ラーララ、ルールー、ラーララ、ルールー。海辺の小さな小学校。


今、そこから生まれたメロディーはさわやかなエールになりました。


せいいっぱい、みんなで声をあわせてみたら明るく生きる希望になりました。


子ども達の声は、しだいに明るくつよくなり、思わぬ別れや悲しみを越え、喜びあふれて響きわたる。





小さなレクイエム（原題：小さな音楽会）


作詞：平川さん





ラーララ、ルールー、ラーララ、ルールー。海辺の小さな小学校。


そこから流れるメロディーは、はじめは小さなつぶやきでした。そっとみんなで声をあわせてみたら、ちょっぴり心配、ドキドキでした。


ラーララ、ルールー、ラーララ、ルールー。きらきら輝くみんなの瞳。


その懐かしいメロディーは元気だった？のあいさつになりました。


うきうき、みんなで声を合わせてみたら、だんだん楽しくなってきました。


子ども達の声は、しだいに明るくつよくなり、思わぬ別れや悲しみを越え、喜びあふれて響きわたる。














